
に
は
、
①
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
利
活
用
の
基
盤
整
備

と
、
②
日
本
版
Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ
の
整
備
の
２
つ
が
カ
ギ
に

な
る（
図
表
）。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
利
活
用
の
基
盤
整
備

⑴
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
骨
太
方
針
２
０
２
２
」
に
お
い
て
、
全
国
医
療
情

報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
創
設
や
電
子
カ
ル
テ
情
報

の
標
準
化
等
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
推

進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。

全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
創
設
を
通

じ
て
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
全
般
に
わ
た
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア

デ
ー
タ
を
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
用
い
て
連
携
す
る
こ

と
が
、
適
切
な
医
療
、
健
康
管
理
、
予
防
行
動
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
２
０
２
３
年
春
に
策
定
予

定
の
工
程
表
に
基
づ
き
、
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
創
設
や
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化
を

遅
滞
な
く
着
実
に
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

⑵
カ
ル
テ
情
報
の
標
準
化

H
L7
FH
IR （

注
１
）と
い
う
国
際
規
格
を
用
い
て
電
子
カ

ル
テ
の
情
報
を
全
国
の
医
療
機
関
で
閲
覧
可
能
に
す

べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
標
準
化
の
対
象
と
し
て
現
在
、
３
文
書
６

情
報

（
注
２
）が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
の
対
象
と
な
る

文
書
や
情
報
の
拡
大
に
つ
い
て
の
検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
明
確
化
や
、
政
府
主
導
の
標
準
用
法
コ
ー
ド
設

定
の
推
進
の
検
討
を
求
め
る
。

⑶
Ｓ
ａ
Ｍ
Ｄ

Ｓ
ａ
Ｍ
Ｄ
と
呼
ば
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
医
療
機
器
は
、

利
用
者
の
日
常
生
活
に
お
け
る
デ
ー
タ
を
収
集
す
る

Society
5.0

の
実
現
に
は
、
多
様
な
主
体
が
デ

ー
タ
の
連
携
・
共
有
に
よ
り
価
値
を
協
創
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
は
、

デ
ー
タ
の
利
活
用
が
幅
広
い
人
々
のw
ell-being

の

向
上
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
価
値
を
創
出
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

経
団
連
は
２
０
１
８
年
の
提
言
「Society

5.0

時

代
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」で
、予
防
・
未
病
の
段
階
か
ら
個

別
最
適
化
さ
れ
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
提
供
し
、
個
々
人

が
主
体
的
に
健
康
を
管
理
す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
像
を
描

い
た
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
健
康
・
医
療
・
介

護
な
ど
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
幅
広
い
分
野
に
お
け

る
個
々
人
に
由
来
す
る
デ
ー
タ（
以
下
、ヘ
ル
ス
ケ
ア

デ
ー
タ
）の
利
活
用
が
欠
か
せ
な
い
が
、
現
状
で
は

利
活
用
の
環
境
が
十
分
整
っ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

そ
こ
で
、
政
府
に
「
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」
が
設

置
さ
れ
、
ま
た
欧
州
で
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の
利

活
用
に
向
け
た
新
た
な
枠
組
み
で
あ
る
Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ

（European
Health

Data
Space

）が
検
討
さ
れ
始

め
た
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉
え
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の

利
活
用
に
絞
っ
て
提
言
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
利
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

出
生
前
か
ら
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
に
わ
た
る
ヘ
ル
ス

ケ
ア
デ
ー
タ
を
連
携
し
、
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
が
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
国
民
自

身
に
よ
る
健
康
管
理
の
促
進
や
医
療
の
質
の
向
上
、

研
究
開
発
の
促
進
、
適
切
な
政
策
形
成
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
の
負
担
軽
減
、
医
療
費
の
適
正

化
と
い
っ
た
便
益
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め

安
やすかわ
川健

けんじ
司

審議員会副議長/イノベー
ション委員長
アステラス製薬社長

田
たなか
中孝

たかし
司

イノベーション委員長
KDDI会長

Society 5.0時代の
ヘルスケアⅣ
─ヘルスケアデータの

価値最大化に向けて

提
言

（注１）HL7 FHIR：HL7 Internationalによって作成
された医療情報交換の次世代標準フレームワーク
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日本版EHDS（※）の整備

• 国民自身による健康管理の促進
• 医療の質の向上
• 医薬品・医療機器等の研究開発の促進
• 公衆衛生の向上に資する政策形成
• ヘルスケアサービス提供者の作業の効率化や時間の短縮化
• 医療費の適正化 等

個人
（健康管理・医療）

社会
（研究開発・政策形成）

出生前からのライフコースにわたるヘルスケアデータ

ヘルスケアデータ利活用の
基盤整備 共有

※欧州では自己の医療データに加盟国内のどこからでもアクセスし
て最善の医療を受けることを可能とする仕組みであるEuropean
Health Data Space（EHDS）を検討中

図表 国民のwell-beingの実現：ヘルスケアデータの
利活用がもたらす便益

と
し
て
事
前
の
本
人
同
意
が
必
要
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
医
療
機
関
等
に
と
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
将
来
の

利
活
用
に
向
け
た
利
用
方
法
や
第
三
者
へ
の
提
供
な

ど
を
想
定
し
た
う
え
で
、
こ
れ
を
説
明
し
患
者
等
か

ら
同
意
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
現
実
的
に
困
難
な
場

合
が
多
く
、
大
き
な
負
担
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
ヘ

ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の
共
有
や
利
活
用
が
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
学
術
例
外
規
定
や
公
衆
衛
生
例
外
規
定

な
ど
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
き
た
も
の
の
、
ヘ
ル

ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い

こ
と
に
よ
っ
て
、
医
師
が
適
切
な
診
療
を
行
う
う
え

で
有
用
な
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
な
ど
、
我
が
国
に
お

け
る
医
療
の
質
を
向
上
さ
せ
、
医
師
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
従
事
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
側
面
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
。
そ

こ
で
、
規
制
改
革
推
進
会
議
の
中
間
報
告
で
示
さ
れ

た
二
段
階
承
認
制
度
の
導
入
な
ど
の
早
期
か
つ
着
実

な
実
行
を
求
め
る
。

日
本
版
Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ
の
整
備

⑴
個
人
情
報
保
護
法

個
人
情
報
保
護
法
の
も
と
で
、
要
配
慮
個
人
情
報

に
あ
た
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の
利
活
用
に
は
原
則

査
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
研
究
の
機
会
損

失
、
弊
害
と
な
ら
な
い
よ
う
、
構
成
等
の
抜
本
的
な

見
直
し
や
審
査
の
質
の
均
て
ん
化
を
求
め
る
。

⑷
日
本
版
Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ

ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
の
１
次
利
用
、
２
次
利
用
の

促
進
に
向
け
て
は
、
既
存
の
法
律
や
指
針
の
見
直
し

で
は
対
応
し
き
れ
な
い
課
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、欧
州
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ

を
参
考
に
、
日
本
版
Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ
の
整
備
を
提
案
す
る
。

Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ
は
、
個
人
な
ら
び
に
医
師
が
当
該
個
人

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
へ
ア
ク
セ
ス
で
き
、
ま
た
、

限
定
さ
れ
た
目
的
の
た
め
に
、
本
人
が
識
別
さ
れ
な

い
形
に
加
工
さ
れ
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
を
、
一
定

の
審
査
の
も
と
で
、
本
人
同
意
な
く
オ
プ
ト
ア
ウ
ト

で
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
も
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
デ
ー
タ
に
つ

い
て
入
り
口
規
制（
同
意
原
則
）か
ら
出
口
規
制（
利

活
用
審
査
）へ
の
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

際
、
日
本
版
Ｅ
Ｈ
Ｄ
Ｓ
が
、
安
全
管
理
規
制
で
個
人

の
権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
と
と
も
に
、
ヘ
ル
ス
ケ

ア
デ
ー
タ
の
利
用
目
的
を
研
究
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
・
公
衆
衛
生
・
政
策
立
案
な
ど
に
限
定
し
、
不
当

な
差
別
を
防
止
し
た
適
正
な
利
用
を
担
保
す
る
こ
と

を
併
せ
て
提
案
す
る
。

経
団
連
で
は
、
今
後
、
政
府
、
医
療
機
関
、
ア
カ

デ
ミ
ア
、
企
業
の
取
り
組
み
に
加
え
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア

デ
ー
タ
の
利
活
用
に
関
す
る
個
々
人
の
意
識
変
化
の

働
き
掛
け
も
含
め
、
提
言
の
実
現
に
取
り
組
む
所
存

で
あ
る
。

た
め
、
後
述
す
る
特
別
法
の
制
定
が
不
可
欠
で
あ
る
。

⑵
次
世
代
医
療
基
盤
法

次
世
代
医
療
基
盤
法
は
、
個
々
人
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア

デ
ー
タ
を
匿
名
加
工
し
、
医
療
分
野
に
お
け
る
研
究

開
発
で
の
利
活
用
を
促
進
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
目
的
を
達
す
る
も
の
と
は

言
え
な
い
た
め
、
現
在
、
改
正
に
向
け
て
各
規
定
に

関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

研
究
開
発
で
の
利
用
や
薬
事
承
認
で
の
活
用
を
念
頭

に
見
直
し
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
２
３
年
通
常

国
会
で
の
改
正
法
の
着
実
な
成
立
と
早
期
施
行
を
期

待
す
る
。

⑶
人
を
対
象
と
す
る
生
命
科
学
・
医
学
系
研
究
に

関
す
る
倫
理
指
針

人
を
対
象
と
す
る
生
命
科
学
・
医
学
系
研
究
の
実

施
に
際
し
て
は
、
個
人
情
報
保
護
法
の
ほ
か
に
、
同

指
針
の
順
守
が
求
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
同
指
針

に
つ
い
て
は
、
内
容
が
複
雑
で
解
釈
に
違
い
が
生
じ
、

全
国
に
約
２
２
０
０
あ
る
倫
理
審
査
委
員
会
で
の
審

（注２）３文書６情報：（３文書）診療情報提供書、退院時サマリー、健康診断結果報告書
（６情報）処方、傷病名、アレルギー、感染症、薬剤禁忌、検査（救急、生活習慣病）
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